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「大学生活の満足度及び学修成果に関する学生自身の到達度の評価」をみる調査 結果 

調査方法 

調査目的：学部生及び大学院生に対して、教育、学習環境、学生支援体制等に関する意見をアンケート調査により確認し、学生の総合的満足度を把握す
るとともに、今後の学生サービスや学生募集方法等の改善に活かす。さらに、学部生に対しては、在学中に修得した学修成果をアンケート調
査により把握し、今後の教育・研究の改善に活かす。 

調査期間：令和４年２月 21日～３月 25日 
調査方法：各学部、大学院の学生にさくら連絡網にて URL を記載した協力依頼を配信し、Web上にてアンケートの回収を行った。 
調査対象：学部、大学院に在籍する全学生 
集計人数：有効回答 632名（対象者：2,674名 回収率：23.6％） 
※集計上の注意事項 構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％とはならない。 

 

調査結果の概要 

1. 出身高校の所在地はどこですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 出身高校の所在地 上位 20 都道府県 



2 
 

2.  奈良女子大学の志望順位はどの程度でしたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-1. 奈良女子大学に入学した時点の大学に対する満足度はどうでしたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 奈良女子大学の志望順位（学部別・大学院課程別）（令和３年度） 図３ 奈良女子大学の志望順位（学部別・大学院課程別）（令和２年度） 

図４ 入学時の満足度（学部別・大学院課程別）（令和３年度） 図５ 入学時の満足度（学部別・大学院課程別）（令和２年度） 
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3-2.  現在の奈良女子大学に対する総合的な満足度はどうですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 入学時と現在の満足度のクロス集計 

非常に満足 やや満足
どちらとも

言えない
やや不満 全く不満 合計

度数 162 64 8 3 0 237

％ 25.7% 10.1% 1.3% 0.5% 0.0% 37.6%

度数 58 194 19 7 1 279

％ 9.2% 30.7% 3.0% 1.1% 0.2% 44.2%

度数 11 33 24 4 0 72

％ 1.7% 5.2% 3.8% 0.6% 0.0% 11.4%

度数 9 9 8 6 2 34

％ 1.4% 1.4% 1.3% 1.0% 0.3% 5.4%

度数 2 1 2 1 3 9

％ 0.3% 0.2% 0.3% 0.2% 0.5% 1.4%

度数 242 301 61 21 6 631

％ 38.4% 47.7% 9.7% 3.3% 1.0% 100.0%
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図６ 現在の満足度（学部別・大学院課程別）（令和３年度） 図７ 現在の満足度（学部別・大学院課程別）（令和２年度） 
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4. 各項目について、在学中にどれくらい身についたと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ 大学で身についた能力・資質（文学部 学科別） 
人文社会学

科(n=

80～81)

言語文化学

科(n=33)

人間科学科

(n=17)

①幅広く深い教養 95.0% 100.0% 88.2%

②専門的知識、技能 84.0% 97.0% 82.4%

③主体的に課題を発見する力 86.4% 78.8% 82.4%

④課題を分析し、解決する実践力 85.2% 84.8% 88.2%

⑤自分の考えを的確に表現し、発信する力 90.1% 84.8% 88.2%

⑥人間とは何かについて深く考える力 80.0% 84.8% 82.4%

⑦社会の諸事象について批判的にとらえ、的確に判断する力 87.7% 87.9% 82.4%

※学科・コース未回答者、各項目の未回答者を除く。

図８ 大学で身についた能力・資質（文学部） 
表４ 大学で身についた能力・資質（理学部 学科別） 

数物科学科

(n=50)

化学生物環

境学科

(n=101)

①理学全般の広い素養 88.0% 93.1%

②学んだ分野に関する基礎科学の知識 92.0% 96.0%

③基礎科学の知識を応用して新しいものを作り出す創造力 62.0% 61.4%

④実践的な研究活動を通じて問題を見つけようとする力 68.0% 76.2%

⑤実践的な研究活動を通じて問題を解決しようとする力 72.0% 75.2%

⑥専門知識を共有し、みんなと協力して問題解決に取り組む力 82.0% 79.2%

⑦みんなと協力して専門的知識を社会に生かそうとする力 68.0% 59.4%

※学科・コース未回答者、各項目の未回答者を除く。

図９ 大学で身についた能力・資質（理学部） 
表５ 大学で身についた能力・資質（生活環境学部 学科別） 

食物栄養学科

(n=34～36)

心身健康学

科(n=29)

情報衣環境

学科

(n=24)

7．住環境学

科(n=41～

42)

8．生活文化

学科

(n=30)

①幅広い教養 88.9% 89.7% 83.3% 88.1% 93.3%

②生活に関する専門的知見 97.2% 82.8% 91.7% 83.3% 90.0%

③生活の質の向上に向けて新しい発見をする力 94.4% 79.3% 87.5% 71.4% 96.7%

④生活の質の向上に向けた創造力 85.3% 65.5% 79.2% 73.8% 90.0%

⑤生活者の視点から生活の諸問題について分析理解する力 88.6% 72.4% 95.8% 81.0% 93.3%

⑥生活の諸問題の解決のために積極的に挑戦する力 82.9% 65.5% 62.5% 81.0% 76.7%

⑦自律的な行動力と判断力 91.2% 72.4% 83.3% 78.6% 90.0%

⑧柔軟なコミュニケーション能力 85.7% 62.1% 70.8% 80.5% 76.7%

⑨個人、家庭、社会の生活をリードできる能力 80.0% 62.1% 58.3% 68.3% 70.0%

※学科・コース未回答者、各項目の未回答者を除く。
図 10 大学で身についた能力・資質（生活環境学部） 
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5. 各項目に対する満足度はどうですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 大学で身についた能力・資質（博士課程前期） 図 12 大学で身についた能力・資質（博士課程後期） 

図 13 項目別満足度（文学部） 図 14 項目別満足度（理学部） 

図 15 項目別満足度（生活環境学部） 
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図 18 項目別満足度（総合的な満足度との相関）（令和３年度） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合的な満足度との相関 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 項目別満足度（博士課程前期） 図 17 項目別満足度（博士課程後期） 

図 19 項目別満足度（総合的な満足度との相関）（令和２年度） 
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図 20 卒業・修了後の進路（学部別・大学院課程別） 

図 21 勤務先の内訳（学部別・大学院課程別） 

図 22 進学先の内訳（学部別・大学院課程別） 

6. 卒業・修了後の進路を教えてください。 また、居住地はどこですか。 

卒業・修了後の進路 
 
 
 
 
 
 
 
 

勤務先の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 

進学先の内訳 
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表７ 卒業後の居住地と進路のクロス集計 

企業 教員 公務員
大学院

進学
その他 その他

奈良県内 度数 7 3 6 24 0 0 40
％ 17.5% 7.5% 15.0% 60.0% 0.0% 0.0% 100.0%
度数 30 0 13 20 0 3 66
％ 45.5% 0.0% 19.7% 30.3% 0.0% 4.5% 100.0%

中国・四国 度数 4 0 3 0 0 1 8
％ 50.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 12.5% 100.0%

北海道・東北 度数 0 0 1 1 0 0 2
％ 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0%

東海・北陸 度数 12 1 3 2 0 2 20
％ 60.0% 5.0% 15.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0%

関東・甲信越 度数 18 0 1 2 0 0 21
％ 85.7% 0.0% 4.8% 9.5% 0.0% 0.0% 100.0%

九州・沖縄 度数 4 0 1 0 0 0 5
％ 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

その他・未定 度数 8 2 0 0 0 1 11
％ 72.7% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 100.0%

合計 度数 83 6 28 49 0 7 173
％ 48.0% 3.5% 16.2% 28.3% 0.0% 4.0% 100.0%
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図 23 卒業後の居住地別、出身高校所在地別 卒業者数（n=172） 

卒業後の居住地別卒業者数、出身高校の所在地別卒業者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表６ 出身高校の所在地と卒業後の居住地のクロス集計 

北海道・東

北

関東・甲信

越
東海・北陸 奈良県内

奈良県以外

の近畿
中国・四国 九州・沖縄

その他・未

定
合計

北海道・東北 度数 1 0 0 1 0 0 0 0 2

％ 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

関東・甲信越 度数 0 2 0 3 2 0 0 2 9

％ 0.0% 22.2% 0.0% 33.3% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2% 100.0%

東海・北陸 度数 0 8 16 3 3 0 0 0 30

％ 0.0% 26.7% 53.3% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

奈良県内 度数 0 0 0 14 3 0 0 2 19

％ 0.0% 0.0% 0.0% 73.7% 15.8% 0.0% 0.0% 10.5% 100.0%

度数 0 5 2 8 52 1 0 3 71

％ 0.0% 7.0% 2.8% 11.3% 73.2% 1.4% 0.0% 4.2% 100.0%

中国・四国 度数 1 2 1 2 3 7 0 1 17

％ 5.9% 11.8% 5.9% 11.8% 17.6% 41.2% 0.0% 5.9% 100.0%

九州・沖縄 度数 0 2 1 8 3 0 5 0 19

％ 0.0% 10.5% 5.3% 42.1% 15.8% 0.0% 26.3% 0.0% 100.0%

その他 度数 0 1 0 1 0 0 0 3 5

％ 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 100.0%

合計 度数 2 20 20 40 66 8 5 11 172

％ 1.2% 11.6% 11.6% 23.3% 38.4% 4.7% 2.9% 6.4% 100.0%
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